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世帯数

人　口

　　男

　　女

近鉄大久保駅付近高架下

公共利用計画決まる

　　近鉄京都線大久保駅付近高架化

工事は順調に進み

、

本年川月ご

ろには完成予定にー
。

本市では

、

高架下の公共利用計画を策定し

、･

集会所

、

児童遊園など広く市民の

ための公的利用を図る考えです

。

なお
、

各公共施設の概要について

は

、

今後

、

関係機関と協議を図っ

て行くことになります
。

　
近
鉄
京
都
線
大
久
保
駅
付
近
高

架
化
工
事
は
、
昭
和
五
十
九
年
十

月
に
着
工
後
順
調
に
進
み
、
本
年

十
一
月
ご
ろ
に
は
、
高
架
工
事
が

完
成
。
新
駅
舎
も
営
業
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
市
の
基
饗
つ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
都
市
計
画

街
路
で
あ
る
府
道
宇
治
淀
線
と
近

鉄
京
都
線
の
軌
道
と
の
平
面
交
差

を
立
体
化
。
電
車
軌
道
を
高
架
構

造
に
し
、
道
路
交
通
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

　
高
架
化
さ
れ
る
個
所
は
、
近
鉄

伊
勢
田
駅
付
近
か
ら
大
久
保
駅
を

経
て
、
城
陽
市
境
界
付
近
ま
で
の

延
長
約
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
区
間

で
す
。

　
高
架
下
の
利
用
計
画
で
は
、
こ

の
事
業
が
公
共
事
業
で
あ
る
た
め
、

高
架
下
の
有
効
利
用
の
可
能
な
範

囲
（
高
架
桁
下
空
間
高
三
・
ニ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
部
分
で
延
長
約
八

百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
面
積
七
千
三

百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
内
、
一
〇
八

‐
‐
セ
ン
ト
（
七
百
三
十
平
方
メ
ー

ト
ル
）
に
相
当
す
る
部
分
を
、
市

民
の
た
め
の
公
共
利
用
に
す
る
よ

う
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
利
用
計
画
は

　
集
会
所
な
ど
設
置

　
本
市
で
は
、
公
共
利
用
を
都
市

計
画
事
業
と
し
て
行
ラ
た
め
、
京

都
府
や
近
鉄
な
μ
苫
設
計
協
議
を

行
い
、
計
画
の
検
討
を
続
け
て
采

ま
し
た
。

　
そ
の
梨
許
国
は
、
上
図
の
と

お
り
で
す
。
集
会
所
二
ヵ
所
、
観

光
案
内
所
、
公
共
利
用
地
、
連
絡

道
路
、
児
童
遊
園
の
合
計
は
、
九
百

里
刀
メ
ー
ト
ル
で
、
基
準
の
Ｉ
〇

パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
広
ぐ
確
保
し
て

い
ま
す
。
各
公
共
施
設
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
機
関
と

協
議
を
図
っ
て
行
ぐ
こ
と
に
な
り

季
］
。

　
ま
た
、
憩
い
の
広
場
は
、
高
架

下
利
尉
箇
と
は
別
に
、
本
市
の

独
自
事
業
と
し
て
行
い
毒
了
。
近

鉄
側
道
西
線
の
延
長
線
の
西
側
に

設
け
、
面
積
は
五
百
六
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

　
駐
輪
場
な
ど
は

　
　
　
民
間
の
活
力
で

　
駐
輪
場
は
、
近
鉄
が
有
料
駐
輪

場
と
し
て
高
架
下
二
階
部
分
に
計

明
面
積
は
二
千
四
百
十
平
方
メ

　
新
春
恒
例
、
宇
治
市
消
防
出

初
め
式
が
一
月
七
日
の
午
前
十

時
か
ら
、
西
宇
治
中
学
校
運
動

場
で
行
り
れ
ま
し
た
。

‐
‐
ト
ル
で
、
約
二
千
五
百
台
が
収

容
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
公
共
利
用
計
画
区
域
外
で
、
近

鉄
が
商
業
利
用
や
月
だ
の
有
料
駐

車
場
な
ど
を
設
け
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
（
特
別
事
業
対
策
室
）

▲フィナーレを飾る一斉放水

　
式
典
に
は
、
消
防
職
員
や
消

防
団
員
、
各
事
業
所
の
自
衛
消

防
隊
員
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
笠
取
婦
人

　
一
月
二
土
八
日
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和

二
十
四
年
一
月
二
土
八
日
に
法

隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
で
定
め
ら
れ
、
文
化
財
を

火
災
、
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
、
平
等
院
鳳
凰
（
ほ

シ
お
う
）
堂
や
宇
治
上
神
社
本

殿
な
ど
の
国
宝
を
は
じ
の
、
貴

重
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
文
化
財
零
ハ
切
に

保
存
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と

みんなで来てね

市立幼稚園こども展

防
火
ク
ラ
ブ
員
ら
九
百
人
と
、

消
防
車
な
芦
車
両
土
八
台
が
参

加
。
厳
し
い
寒
気
の
中
、
火
災

絶
無
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
宇

治
幼
稚
園
と
、
山
中
・
広
芝
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
鼓
笛
隊
が
力

強
い
演
奏
で
出
初
め
式
夕
認
一
り

あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
員
ら
が
模
範
演
技
か
伍
一

露
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
火
魔
追
放
の
願
い

を
込
め
て
一
斉
放
水
。
新
春
の

青
空
に
雄
大
な
虹
（
に
じ
）
が

描
か
れ
ま
し
た
。

１月26日

は
私
た
ち
の
努
め
で
す
。

　
市
民
み
ん
な
で
郷
土
の
文
化

財
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
１
　
垂
し
ょ
う
。

○
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た
き

　
火
や
た
ば
こ
な
ど
盛
属
夥

　
な
い
。

○
子
発
七
に
火
遊
び
、
花
火
な

　
と
を
さ
せ
な
い
。

○
落
書
き
や
い
た
ず
ら
を
し
な

　
い
。

　
な
お
、
宇
治
市
消
防
本
部
で

は
、
文
化
財
の
防
火
特
別
査
察

や
、
社
寺
消
防
訓
練
夕
行
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

市立幼稚園こども音楽会

683

無火災の願い込め

消防出初め式

集
会
所
・
児
童
遊
園
な
ど

市
民
の
施
設
に

文
化
財
防
火
デ
ー

教
育
委
員
長
に

古
池
さ
ん
を
再
任

　
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
の
十
二

月
定
例
市
議
会
で
、
古
池
二
巳
雄

さ
ん
か
宇
治
市
教
育
委
員
に
再
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
五
日
に
開
か
れ
た

教
育
委
員
会
で
は
、
古
池
委
員
の

教
育
委
員
長
再
任
（
五
期
目
）
と
、

同
職
務
代
理
者
へ
宮
城
宏
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず

れ
も
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十

六
日
か
息
八
十
二
年
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
の
一
年
で
す
。

　
　
　
　
（
教
育
委
回
路
務
深
）



おかあさんの

勉室
２月6日から広野公民館で

　
寒
さ
が
厳
し
い
ふ
ほ
、
高
血

圧
の
人
に
と
っ
て
要
注
意
の
季

節
で
す
。
日
常
の
牛
活
で
次
の

こ
と
に
気
差
可
け
ま
し
ょ
う
。

　
▽
定
期
的
に
医
師
の
診
断
を

受
け
る
Ｌ
：
降
圧
剤
な
芦
原
服
用

し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
薬

差
幣
ｍ
ｙ
る
程
で
は
な
い
人
で

も
、
血
圧
の
状
態
は
牛
活
条
件

に
よ
り
、
ヽ
い
つ
も
変
化
し
て

い
康
７
．
掛
か
ひ
付
け
の
医
師

　
『
郷
土
宇
治
鷺
字
ぼ
う
』
と
題
し

て
、
お
母
さ
ん
を
対
象
に
勉
強
室

を
開
孝
示
ｙ
。

’
千
年
の
歴
史
と
美
し
い
自
然
に

恵
次
れ
た
宇
治
市
は
、
昭
和
二
十

六
年
に
二
町
三
村
が
合
併
し
て
誕

生
。
明
治
以
降
、
発
電
所
の
建
設

や
巨
椋
池
の
干
拓
事
業
な
ど
、
早

期
に
近
代
化
が
進
め
ら
れ
、
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
市
内
各
地
に

宅
地
造
成
が
進
み
、
人
口
が
著
し

く
増
加
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
十

六
万
九
千
人
と
南
山
城
の
中
心
都

市
と
し
て
大
食
尭
展
し
て
い
ま

す
。

　
小
学
校
三
・
四
年
生
に
な
る
と
、

社
会
科
で
郷
土
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
こ
の
勉
強
室
は
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
親
た
名
石
学
習
し
、
家
庭

原
石
七
だ
ち
と
話
見
回
、
郷

お母さんの勉強室日程表

土
か
愛
す
る
心
と
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
狸
を
は
ぐ
ぐ
も
シ
と
い
う
｀
）

の
で
す
。

　
お
誘
営
Ｂ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
Ｅ
程
・
内
容
・
：
左
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

と
こ
う
：
広
野
公
民
館
▼
対
乖
：

小
学
校
三
・
四
・
五
年
生
の
旱
と

も
を
持
つ
母
親
（
定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
、
希
望
者
も
可
）
▼

定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
１
月
2
2
貝
ｓ
か
ら
広
野
公

民
館
（
広
野
町
寺
山
1
7
・
ａ
＠
7

4
5
0
）
へ
、
電
話
ま
た
は
来
館

で
▼
保
育
・
：
２
歳
以
上
の
幼
児
Ｄ

人
か
保
育
し
津
す
。
ご
希
望
の
人

は
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。
お
や

つ
代
二
百
五
十
円
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
。
（
広
野
公
民
館
）

月日 内　　容 講　’師

2/6
吻

開講式
オリエンテーション

公民館長･職貝

宇治市の概要

岡本久穂さん

2/13
(鉛 宇治市の産業と暮らし

2/20
吻

宇治市の移り変わり

2/27
吻

周辺地域と郷土宇治

3/6
吻

宇治市の様子・暮らしの

様子
　　一戦前と戦中の話一

広野高齢者学級

　在　籍　者

に
定
期
的
に
血
圧
測
定
を
受
け
、

ま
た
仕
事
や
食
事
な
ど
の
指
導

を
舜
け
る
こ
と
れ
ギ
ハ
切
で
す
。

　
▽
食
べ
物
の
減
塩
を
心
掛
け

る
・
・
・
食
塩
の
摂
取
量
は
、
一
日

六
～
八
鰐
以
下
が
目
標
で
す
。

長
期
戦
ぶ
ふ
ら
、
調
理
の
エ

高血圧

身
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い

食
品
は
控
え
め
に
。
た
ば
こ
は

血
管
の
収
縮
に
大
字
Ｘ
影
響
す

る
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
▽
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る

・
・
・
長
時
間
労
働
、
必
一
議
、
重
労

働
、
多
忙
、
過
労
、
休
息
不
足
、

日
常
生
活
の

　
５
ポ
イ
ン
ト

夫
や
家
族
の
協
力
が
必
要
で
す
。

保
健
予
防
課
栄
養
士
や
地
域
の

食
牛
活
改
善
推
進
員
に
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
日
本
酒
な
ら
一

日
一
合
（
〇
・
一
八
リ
″
ト
ル
）

以
内
、
牛
肉
・
豚
肉
な
ど
の
脂

睡
眠
不
足
、
過
度
の
心
配
、
イ

ラ
イ
ラ
、
休
日
の
遊
び
過
ぎ
な

ど
は
、
す
べ
て
高
血
圧
に
悪
ぐ

作
用
し
柔
ｙ
。

　
▽
寒
暖
の
急
激
な
変
化
を
避

け
る
・
・
・
居
間
、
寝
室
、
ト
イ
レ

に
暖
房
を
入
れ
、
短
時
間
で
も

お
知

ら
せ

市
・
府
民
税
の
納
期

　
一
月
は
、
市
・
府
民
税
第
四
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
お
忘
れ
な
ぐ
最
寄
り
の
金
融
機

関
か
ら
お
納
め
匁
　
（
納
税
課
）

　
所
得
税
の
還
付
申
告

　
お
早
め
に

　
所
得
税
の
確
定
里
昌
営
げ
付

け
は
、
二
月
土
〈
日
か
昌
ま
り

求
ふ
、
所
得
税
の
肩
付
を
舜
け

る
た
め
の
里
ほ
、
二
月
土
八
日

以
前
で
も
深
け
付
け
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

外
出
や
屋
外
作
業
忿
ず
る
握
に

は
防
寒
衣
鴛

　
▽
軽
い
運
動
を
す
る
習
慣
を

付
け
る
・
・
・
比
較
的
軽
症
の
人
や

中
高
年
の
人
は
、
週
に
三
・
四

回
、
一
回
に
付
言
千
分
前
後
、

汗
ば
む
程
度
の
軽
い
運
動
を
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
１
　
初
め
て
の

人
は
、
春
先
か
ら
始
め
る
の
が

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
寒
い
日

に
は
、
十
分
着
込
ん
で
行
い
ま

し
ょ
う
。
こ
の
外
、
狭
心
症
、

血
圧
の
変
動
が
激
し
い
人
、
高

齢
者
は
、
心
ず
医
師
と
相
談
欠

　
以
上
自
分
の
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
、
焦
ら
す
根
気
良
ぐ
続

け
ま
し
ょ
う
。
（
市
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
）

　
私
た
ち
は
、
世
界
一
の
長
寿
国

に
住
ん
で
い
ま
ず
。
長
生
き
出
来

る
こ
と
は
素
晴
β
し
い
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
だ
げ
目
分
の
人
生
設
計

が
大
切
に
な
っ
て
来
ま
で
。

　
二
十
歳
夕
迎
え
た
ば
か
り
の
若

い
人
に
と
っ
て
は
「
遠
い
先
の
こ

と
な
ん
て
・
・
・
」
と
思
シ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
長
い
人
生
で
は
戸
ん

な
こ
と
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
老
後
の
牛
活
不
安

や
病
気
、
事
故
に
よ
る
障
害
や
死

て
い
る
人
、
住
宅
取
得
控
除
や
医

療
費
控
除
な
ど
を
営
け
る
人
は
、

早
め
に
申
告
を
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
詳
１
　
く
は
、
宇
治
税
務
署
（
豊

＠
4
1
4
1
）
へ
お
問
監
Ｂ
せ

く
だ
さ
い
。
　
（
宇
治
税
務
署
）

　
三
種
混
合
予
防
接
種

　
１
月
3
0
日
か
ら
実
施

　
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
市

内
丈
蕩
で
、
三
種
混
合
予
防
接

種
（
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
）
か
仔
い
ま
ず
。
日
程
・

必
一
場
な
ど
詳
に
と
は
、
昭
和
六
十

一
年
彦
履
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
引
き
』
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
２
－
４
歳
ま
で
の
幼

児
▼
実
施
方
法
・
：
○
第
１
期
＝
２

歳
？
り
４
歳
未
満
の
間
に
２

週
間
間
隔
で
３
回
接
種
Ｏ
第
２
期

―
第
１
期
終
了
後
（
３
回
目
か
ら
）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
年
半
の
間
に
１
回
接
種
○

第
３
期
＝
小
学
校
６
年
生
で
１
回

接
種
。

　
な
お
、
学
校
で
営
け
な
か
っ
た

児
童
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
百
日
せ
き
に

　
一
月
に
入
り
寒
さ
が
一
層
厳

し
ぐ
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
を

健
康
で
過
ご
す
た
め
に
、
次
の

こ
と
牽
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
規
則
正
し
い

生
活
を
す
る

・
過
労
を
避

け
ず
分
な
睡

眠
を
と
る
。

亡
な
ど
・
・
・
。
・
こ
の
よ
シ
な
時
に
聡

牛
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
国
民

年
金
制
度
。

　
農
業
や
商
売
な
戸
を
し
て
い
て

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
も
ち
う
ん
国
民

年
金
に
加
入
し
な
ぐ
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
学
牛
で
も
希
望
ず
れ
ば

加
入
出
来
豪
ｙ
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

－
。
あ
な
た
も
忘
れ
ず
に
加
入
手

続
き
罵
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

か
か
っ
た
り
、
四
上
ハ
歳
未
満
の

幼
児
で
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

に
は
、
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
）
奎
竹
い
ま
ず
。

　
灸
蕩
共
、
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

　
婦
人
体
力
つ
く
り
教
室

　
▼
と
き
・
：
２
月
１
日
㈲
、
午
前

９
時
半
Ｌ
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

広
野
公
民
館
、
大
久
保
小
学
校
▼

対
象
・
定
員
・
：
婦
人
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
内
容
・
：
料
理
実
習
と
軽
ス
ポ
ー

ツ
▼
参
加
費
・
・
・
材
料
代
実
費
▼
申

し
込
み
・
：
１
月
2
7
日
㈹
ま
で
に
電

話
で
市
民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
１
日
聞
、
’
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
ス
テ
ッ
プ
な

ど
▼
参
加
費
…
五
百
円
▼
持
１
　
Ｅ

…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ゴ
ム

底
の
靴
▼
申
し
込
み
・
・
・
直
接
会
場

へ
▼
問
没
Ｂ
せ
…
岡
村
光
芳
さ

　
入
れ
る
。

○
保
温
に
注
意
を
す
る

　
・
衣
服
、
寝
具
は
清
潔
な
も

　
の
を
便
用
す
る
・
暖
房
中
は

保
温
に
注
意
を

Ｏ
体
力
を
低
下
さ
せ
な
い

　
・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

　
食
事
忿
ず
る
・
自
分
に
適
し

　
た
運
動
を
生
活
の
中
に
取
り

　
換
気
、
湿
度
に
気
か
付
け
る

　
・
特
に
血
圧
の
高
い
人
は
、

　
急
に
寒
い
と
こ
ろ
へ
出
な
い
。

○
か
ぜ
の
予
防

ん
（
雲
⑩
4
3
4
3
）
ま
１

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
視
覚
障
害
者
の

　
　
　
　
体
操
教
室

　
▼
と
き
Ｆ
２
月
Ｉ
Ｒ
面
、
午
後

Ｌ
時
半
ト
ー
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
同
▼
講
師
・
：
成
末
俊
雄

会
几
▼
内
容
・
・
・
ヨ
ガ
体
操
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
豊
C
3
1
4

1
）
へ
。
　
　
（
監
薮
育
課
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
〈
ク
ラ
フ
ト
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
5
日
面
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福

襲
窟
▼
対
象
・
・
・
肢
体
障
害
者
▼

内
容
・
・
・
う
さ
ぎ
の
置
き
物
（
ひ
≪
)

を
便
つ
て
簡
単
に
出
来
未
了
）
▼

指
導
・
山
田
綾
子
さ
ん
▼
参
加
費

・
・
・
五
百
円
程
度
（
材
料
費
）
。

・
弓
か
い
牽
十
分
に
し
、
手

指
牽
よ
ぐ
尽
？
か
ぜ
を
ひ

い
た
場
合
は
、
早
め
の
安
静

が
第
一
。

冬の
健康

入
浴
、
喫
煙
を
控

　
　
え
、
栄
養
価

　
　
が
高
ぐ
消
化

　
　
の
良
い
も
の

　
　
衆
艮
べ
る
。

　
　
こ
の
外
、
症

状
が
悪
化
し
な
い
う
ち
に
医

師
に
か
か
る
こ
と
が
Ｉ
Ｅ
ハ
切
で

す
。
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
〈
陶
芸
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
5
R
囲
と
２
月

咎
㈲
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と

こ
ろ
：
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：

在
宅
障
害
者
▼
内
容
・
：
菓
器
と
銘

々
皿
▼
指
導
・
・
・
長
谷
川
重
一
さ
ん

▼
費
用
…
百
円
程
度
（
土
代
）
。

　
申
し
込
み
、
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、

い
ず
れ
も
Ｌ
月
2
3
日
圏
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
５
６
５
４

・
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
⑩
0
8
5
7
）

へ
。
　
　
（
襲
獄
祉
協
議
合

　
円
高
関
連
と

　
定
期
巡
回
移
動
相
談

　
円
高
の
進
行
で
関
連
下
請
け
中

小
企
業
へ
の
影
響
が
懸
念
吝
れ
て

い
ま
ず
。
こ
れ
ら
の
中
ふ
企
業
の
、

取
引
あ
っ
せ
ん
に
か
か
る
諸
問
題

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
▼
と
章
：
―
月
2
8
9
　
困
、
午
後

１
時
～
２
時
▼
と
こ
ろ
・
：
府
早
島

総
合
庁
舎
▼
対
象
・
：
府
下
中
小
企

業
の
製
造
業
（
建
設
業
を
除
ぐ
）

▼
相
談
員
・
・
・
卸
京
都
府
中
小
企
業

振
興
公
社
職
員
。
（
商
工
観
光
課
）

　
物
価
問
題
懇
談
会

　
府
で
は
、
物
価
問
題
懇
談
会
を

開
き
ま
す
。
京
都
府
南
部
地
域
で

生
産
さ
れ
て
い
る
野
菜
が
、
ど
の

様
な
ル
ー
ト
で
消
費
者
に
渡
る
の

か
を
知
り
、
牛
活
に
役
立
て
て
い

た
だ
こ
シ
と
い
う
も
の
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
7
日
叫
、
午
後

Ｌ
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
府
宇

治
総
合
庁
舎
（
宇
治
若
森
７
）
３

老人保健法

入院時の一部負担金

特例手続きはお早く

　
老
人
保
健
法
の
改
定
で
、
昭

和
六
十
二
年
一
月
一
日
以
降
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
の
額
が
、
外
来
八
百

円
（
各
月
の
最
初
の
診
療
日
に

支
払
う
）
、
入
院
一
日
に
付
き
四

百
円
（
退
院
日
ま
で
）
に
引
零
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
入
院
（
二
ヵ
月

以
上
）
で
一
部
負
担
金
が
無
料

と
な
っ
て
い
た
人
も
、
入
院
時

に
一
部
負
担
金
が
必
要
と
な
り

堕
谷
議
室
▼
講
師
・
・
・
府
南
部
総

ふ
掻
方
卸
売
市
場
・
京
印
京
都
南

部
青
果
株
式
会
社
常
務
、
来
光
弘

百
’
λ
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い

命
幻
せ
・
・
‐
府
宇
治
地
方
振
興
局
商

工
課
（
豊
⑩
１
０
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
危
険
物
取
扱
い
試
験

　
▼
と
き
・
：
３
月
１
日
㈲
▼
と
こ

ま
し
た
。

　
な
お
、
入
院
時
一
部
負
担
金

に
は
次
の
特
例
が
あ
り
ま
ず
。

　
〈
入
院
時
一
部
負
担
金
の
減
額

に
間
す
る
特
例
〉

　
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
、

市
府
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に

つ
い
て
市
長
が
認
定
証
を
交
付

し
た
人
は
、
従
来
ど
お
り
入
院

時
一
部
負
担
全
日
三
百
円
を

二
ヵ
月
間
だ
け
支
払
.
ａ
こ
と
に

な
り
未
了
。

　
〈
特
定
疾
病
患
者
の
入
院
時
一

部
負
担
金
の
特
例
〉

　
人
工
澪
｀
］
の
治
療
を
＊
ｔ
ｅ
て

い
る
慢
性
腎
不
全
の
人
や
血
友

病
で
入
院
し
て
い
る
人
で
、
・
市

長
が
参
入
保
健
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
か
交
付
し
た
人
は
、
入

院
時
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が

月
額
一
万
円
に
な
り
ま
ｆ
ｙ
。

　
以
上
の
特
例
に
つ
い
て
の
詳

細
や
手
続
辱
ぱ
、
福
祉
事
務
所

襲
麗
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
欠
（
社
会
課
）

ろ
・
・
・
京
都
外
国
語
大
学
▼
試
験
区

分
・
：
乙
種
第
４
類
、
丙
種
▼
願
書

配
布
・
：
１
月
2
2
日
困
か
ら
消
防
本

部
・
中
・
西
・
東
宇
治
・
伊
勢
田

消
防
（
分
）
署
で
。
取
扱
時
間
は

午
前
８
時
半
Ｌ
午
後
５
時
▼
申
し

込
み
・
：
２
月
２
β
囲
～
４
日
伽
に

府
職
員
会
館
（
京
都
市
上
京
区
下

長
者
町
通
酉
洞
院
東
入
）
ま
１
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

684

20歳になったら

国民年金

健康づくり

入門

冬の企画

展巨椋池

再現ＰＡ

ＲＴⅢ

水辺の文化

流域の生活誌

3月29日（日）まで
（月曜・祝日休館）午

前9時～午後5時

歴史資料

館

入場無料
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